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令和6年8月11日(1) 大阪本苑だより
　

令
和
6
年
7
月
14
日
（
日
）
大
阪
本
苑
7

月
月
次
祭
は
、
午
前
１０
時
、
斎
主
伊
藤
香
次

長
の
も
と
厳
粛
に
執
行
さ
れ
た
。

　

祭
典
は
、
祓
式
行
事
、
斎
主
拝
礼
、
献
饌
。

斎
主「
月
次
祭
祝
詞
引
続
き
誕
生
祭
祝
詞
」「
世

界
平
安
安
全
祈
願
祝
詞
並
び
に
令
和
6
年
能

登
半
島
地
震
鎮
静
復
興
祈
願
祝
詞
」
続
い
て
、

副
斎
主
が
「
夏
期
行
事
成
功
祈
願
祝
詞
」
を

奏
上
。
玉
串
捧
奠
は
、
斎
主
、
宣
伝
使
代
表
、

本
苑
長
、
各
代
表
と
青
少
年
、
参
拝
者
代
表
、

7
月
の
誕
生
者
が
捧
げ
た
。
斎
主
先
達
、
神

言
奏
上
、
讃
美
歌
斉
唱
。
続
い
て
、
乙
姫
様

礼
拝
、
祭
員
・
伶
人
退
殿
。
水
田
千
寿
参
事

に
よ
る
「
お
ほ
も
と
し
ん
ゆ
」
拝
読
で
祭
典
は

終
了
。
引
続
き
七
夕
行
事
で
町
村
修
育
成
部

長
先
達
天
津
祝
詞
奏
上
。
本
苑
長
挨
拶
で
は

『
今
月
を
持
ち
ま
し
て
、
２
期
６
年
間
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
本
苑
長
を
退
任
致
し
ま

す
。
私
自
身
、
本
苑
長
が
務
ま
る
か
と
思
っ
て

お
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
の

も
と
無
事
任
期
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
在
任
中
は
綾
の

郷
整
備
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
、 

コ
ロ
ナ
で
延
期

そ
し
て
再
開
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
が
、
新
本
苑
長
の
も
と
、
心
機
一
転
皆
様

と
共
に
引
続
き
邁
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
さ

て
、
浅
田
弘
子
先
生
に
は
、
10
年
前
の
な
に
は

づ
歌
祭
り
の
時
よ
り
、
毎
月
短
歌
の
指
導
を
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
長
い
間
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
大
阪
本
苑
と
し
ま
し
て
、
さ
さ
や
か
で

は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
本
日
、
感
謝
の
気
持
ち
を

込
め
ま
し
て
お
礼
の
品
と
花
束
を
お
渡
し
し
た

七
夕
飾
り
に
安
寧
の
祈
り
を
込
め
て

　

大
本
大
阪
本
苑
７
月
月
次
祭
執
行

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
短
歌
会
に
つ
き
ま
し

て
は
引
き
続
き
本
苑
月
次
祭
の
前
日
に
、
森
田

幸
子
先
生
か
ら
ご
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

来
年
の
エ
ル
サ
レ
ム
大
本
歌
祭
り
に
は
、
大
阪

か
ら
多
く
の
献
詠
歌
を
投
稿
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
次
期
本
苑
長
は
、
伊
藤

香
次
長
が
就
任
さ
れ
ま
す
の
で
後
程
ご
挨
拶
を

賜
り
ま
す
。
い
ま
だ
に
被
災
地
で
の
復
興
は
な

か
な
か
進
ん
で
お
り
ま
せ
ん
が
、
被
災
さ
れ
た

皆
さ
ま
の
生
活
が
一
日
も
早
く
平
穏
に
戻
る
よ

う
に
ご
祈
願
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
日
々
、
神
さ

ま
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
来
月
も

多
く
の
皆
さ
ま
と
参
拝
で
き
ま
す
よ
う
に
、
そ

し
て
世
界
各
地
で
起
こ
っ
て
お
り
ま
す
、
大
三

災
、
小
三
災
が
一
日
も
早
く
治
ま
り
ま
す
よ
う

に
大
神
さ
ま
に
真
剣
に
祈
ら
せ
て
い
た
だ
き
、

霊
界
が
清
ま
り
ま
す
よ
う
に
「
神
言
」
を
奏

上
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。
余
談
で
す
が
、

本
苑
長
挨
拶
も
本
日
が
最
終
と
な
り
、
何
か

う
れ
し
い
よ
う
な
、
寂
し
い
よ
う
な
気
持
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。
さ
き
が
け
の
大
阪
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
新
本
苑
長
の
も
と
一
致
団
結
し
て

五
代
教
主
さ
ま
の
ご
神
業
に
お
仕
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
以
上
で
本
苑
長
と

し
て
の
最
後
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
本
日
の
ご
参
拝
、
ご
視
聴
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。』
と
述
べ
た
。
挨
拶

の
途
中
で
長
年
に
わ
た
り
短
歌
の
指
導
を
し
て

い
た
だ
い
た
浅
田
弘
子
先
生
に
感
謝
の
品
と
花

束
贈
呈
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
新
本
苑
長
と
な

る
伊
藤
香
次
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
4
人

の
方
に
祭
式
認
定
証
の
授
与
、
芸
術
部
に
よ
る

冠
沓
句
の
表
彰
が
行
わ
れ
貝
塚
分
所
の
伊
藤

香
氏
に
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
た
。
水
田
良
司

編
集
部
長
に
よ
る
お
知
ら
せ
の
後
、
加
賀
見
明

男
先
生
に
よ
る
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
か
わ
ら
版
、
直

会
に
移
っ
た
。
今
月
は
2
階
に
お
茶
席
が
設
け

ら
れ
、
直
心
会
に
よ
る
「
冷
や
し
ぜ
ん
ざ
い
」

の
献
金
バ
ザ
ー
も
行
わ
れ
た
。
ま
た
、「
歓
ぎ

の
家
」
で
は
先
月
に
続
い
て
少
年
た
ち
が
世
界

連
邦
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
作
品
製
作
を
行

っ
た
。
最
後
に
全
員

で
基
本
宣
伝
歌
を
斉

唱
し
、
お
茶
席
と
並

行
し
て
ご
神
前
で
分

所
支
部
長
会
議
が
行

わ
れ
、
続
い
て
世
界

連
邦
役
員
会
が
開
催

さ
れ
散
会
と
な
っ
た
。

（
参
拝
者
1
5
6
人
）

月次祭月次祭

乙姫様礼拝乙姫様礼拝

玉串捧奠
（宣伝使代表）
玉串捧奠
（宣伝使代表）

玉串捧奠
（7 月誕生者）
玉串捧奠
（7 月誕生者）

（参拝者代表）（参拝者代表）

青少年青少年

斎主「月次祭祝詞」奏上斎主「月次祭祝詞」奏上

献饌献饌

祓い式行事祓い式行事 斎主拝礼斎主拝礼

副斎主「夏期行事
成功祈願祝詞」奏上
副斎主「夏期行事
成功祈願祝詞」奏上

玄関祓玄関祓

本苑長挨拶本苑長挨拶 新本苑長挨拶新本苑長挨拶

「歓ぎの家」での少年たち「歓ぎの家」での少年たち

花束の贈呈花束の贈呈

「おほもとしんゆ」
拝読
「おほもとしんゆ」
拝読

「エスペラントかわら版」「エスペラントかわら版」冠沓句の表彰冠沓句の表彰

祭式認定証の授与祭式認定証の授与

七夕行事
「天津祝詞」
七夕行事
「天津祝詞」

玄関で七夕飾り玄関で七夕飾り



令和6年8月11日(2) 大阪本苑だより

　

7
月
27
日
（
土
）
〜
28
日
（
日
）
一
泊
二
日

で
大
阪
本
苑
と
長
居
プ
ー
ル
を
会
場
に
大
阪
本

苑
夏
期
学
級
を
開
催
。（
参
加
者
10
人
、
青
年

9
人
、
お
手
伝
い
26
人
の
合
計
45
人
）

　

今
年
は
「
歓
ぎ
の
家
」
で
、
天
津
祝
詞
を
一

同
で
奏
上
し
て
夏
期
学
級
が
ス
タ
ー
ト
。
直
心

会
会
長
、
青
年
部
長
の
あ
い
さ
つ
、
班
分
け
後

の
「
お
給
仕
の
仕
方
」
の
体
験
で
は
慣
れ
た
手

大
阪
本
苑
夏
期
学
級
報
告

　

第
1
5
1
回
な
に
は
づ
短
歌
会
は
、
７
月
13

日
（
土
）
午
後　

大
阪
本
苑
に
て
開
催
。

　

詠
草
28
首
、
参
加
者
14
名

【
7
月
の
詠
草
よ
り
】　
（
敬
称
略
）　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
宇
佐
美
賢
治

火
打
ち
金
に
加
工
を
せ
む
と
薄
板
の

ハ
ガ
ネ
取
り
出
す
朝
の
工
場
に

　
　
　
　
　
　
　
　
出
口　

照
代

半
世
紀
経
て
白
地
の
褪
せ
ぬ
わ
が
祖
母

の
見
立
て
し
浴
衣
け
ふ
解
き
ゆ
く

　
　
　
　

・
・
・
・
・
・
・
・
・

短
歌
会
は
毎
月
本
苑
月
次
祭
の
前
日
（
土
）

午
後
1
時
よ
り
開
催
し
て
い
ま
す
。

詠
草
は
月
末
ま
で
に
本
苑
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

な
に
は
づ
短
歌
会
報
告

高
熊
山
献
労
奉
仕
報
告

　

7
月
15
日
（
月
）
に
高
熊
山
献
労
奉
仕
が

開
催
さ
れ
、
大
阪
本
苑
よ
り
男
性
9
名
、
女

性
3
名
の
合
計
12
名
が
参
加
し
た
。
前
日
ま
で

の
雨
の
影
響
に
よ
り
、
高
熊
山
で
の
作
業
は
本

部
職
員
の
み
で
行
い
、
職
員
以
外
は
瑞
泉
苑
で

作
業
し
た
。
当
日
は
午
前
9
時
に
天
恩
郷
へ
集

合
。
万
祥
殿
で
の
礼
拝
後
に
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で

瑞
泉
苑
へ
移
動
し
た
。
現
地
で
は
礼
拝
の
後
、

ビ
リ
石
に
生
え
た
草
引
き
作
業
を
行
っ
た
。
ビ

リ
石
の
上
で
草
刈
り
機
を
使
う
と
危
険
な
た
め
、

ど
う
し
て
も
人
力
に
よ
る

作
業

と
な
る
。
天
恩
郷
に
戻
っ

て
昼
食
を
と
っ
た
後
、
再

び
瑞
泉
苑
に
て
献
労
を
再

開
。
蒸
し
暑
い
中
、
汗
を

か
き
な
が
ら
も
清
々
し
く

ご
奉
仕
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
午
後
3
時
に
解
散
し
、

洗
心
亭
で
汗
を
洗
い
流
し

て
帰
路
に
つ
い
た
。
次
回

は
2
月
に
開
催
予
定
。

総
務
部
長　

久
徳　

智

　

副
部
長　

乾　

美
枝

　

部　

員　

柳
川
祐
子・日
塔
修
平

管
理
部
長　

城
戸
正
敏

　

副
部
長　

大
野
松
生

編
集
部
長　

水
田
良
司

財
務
部
長　

平
岡　

健

　

副
部
長　

桑
名
邦
彦・内
藤
義
雄・井
上
恭
彦

　
　
　
　
　
・秋
山
勝
美・中
口
ツ
ギ
エ

祭
務
部
長　

野
口
昌
則

　

副
部
長　

浅
田　

信・吉
岡
宏
起・小
坂
邦
雄

　
　
　
　
　
・矢
野
義
一・小
佐
々
明

葬
祭
部
長　

湯
田
義
宗 　
（
葬
祭
部
員
）

宣
教
部
長　

那
須
眞
太
郎

　

副
部
長（
メ
デ
ィ
ア
制
作
室
長
）塩
谷
幸
人　

　

部　

員（
メ
デ
ィ
ア
制
作
室
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
担
当
）栗
原　

郁

　

部　

員（
メ
デ
ィ
ア
制
作
室
ラ
イ
ブ
担
当
）山　

博
光

育
成
部
長　

町
村　

修

誠
心
会
長　

桑
名
邦
彦

青
松
会
長　

未
確
認

青
年
部
長　

小
笹
稜
太

人
類
愛
善
会
大
阪
協
議
会
会
長　

伊
藤　

 

香

　

事
務
局
長　
　

谷
内
滋
治

　

事
務
局
次
長　

秋
山
常
樹　

世
界
連
邦
副
会
長　

谷
内
滋
治・田
辺
嘉
一

　

事
務
局
長　

秋
山
常
樹

　

部
長　
　
　

高
枝　

実

芸
術
部
長　
　

神
門
明
子

　

短
歌
担
当　

森
田
幸
子

　
お
茶
席
担
当　
田
中
文
子・山
田
洋
子

　

謡
担
当　
　

矢
野
義
男

　
愛
善
歌
担
当　
石
川　

京・西
野
萩
枝

　
冠
沓
句
担
当　

谷
内
滋
治・神
門
明
子

　
霊
界
物
語
役
割
拝
読
会
担
当　

神
門
明
子

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
部
長　
西
永
よ
し
こ

松
山
管
理
部
長　

松
本
達
也

直
心
会
会
長　

神
崎
真
理
子

　

副
会
長　
　

畠
山
敦
子・佐
々
木
浩
美

　

事
務
局　
　

高
田 

茂
子

　

会　

計　
　

高
瀬
わ
か
ば

　

会
計
監
査　

山
崎
千
代

　
ド
ー
モ
委
員　

小
坂
幸
子

　
み
ど
り
会
部
長　

小
笹
順
子

特
任
宣
伝
使　

末
延
隆
利・田
辺
嘉
一

　
　
　
　
　
　
・西
野　

泰・矢
野
美
弥
子

　

猛
暑
日
の
続
く
7
月
27
日
（
土
）
午
後
1

時
よ
り
斎
主
＝
神
崎
真
理
子
、
祭
員
＝
神
門

明
子
・
高
瀬
わ
か
ば
・
山
本
美
幸
、
伶
人
＝

小
野
な
お
み
・
高
田
茂
子
各
氏
に
よ
り
清
々

し
く
執
り
行
わ
れ
た
。
岡
尾
由
貴
・
竹
本
佳

子
各
氏
は
、つ
る
か
め
抄
『
教
育
編
』
を
拝
読
。

参
拝
者
は
87
人
。
同
日
、
大
阪
本
苑
夏
期
学

級
が
本
苑
を
会
場
に
一
泊
二
日
で
開
催
さ
れ

参
加
の
青
少
年
も
参
拝
、
賑
や
か
な
祭
典
と

な
っ
た
。
祭
典
後
は
伊
藤
忠
茂
本
苑
長
よ
り

「
よ
り
ど
こ
ろ
」
は
神
様
に
あ
る
と
確
信
し
た

と
き
の
お
話
と
6
年
間
の
本
苑
長
と
し
て
の

お
礼
を
述
べ
た
。
続
い
て
前
田
純
一
特
命
派

遣
宣
伝
使
よ
り
ご
自
身
の
大
本
の
き
っ
か
け

と
な
っ
た
夏
期
学
級
の
事
、

殺
伐
と
し
た
世
の
中
、
一
人

一
人
が
妬
ま
ず
そ
し
ら
ず

日
々
の
生
業
を
真
剣
に
過
ご

す
事
の
大
切
さ
を
話
さ
れ
た
。

水
田
千
寿
連
合
会
会
長
は
「
お

知
ら
せ
」
か
ら
瑞
生
大
祭
の

直
心
会
バ
ザ
ー
・
み
ろ
く
踊

り
、
8
月
の
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト

合
宿
の
参
加
申
し
込
み
の
お

誘
い
に
続
き
、
直
会
で
は
お

下
が
り
の
ス
イ
カ
で
喉
を
潤

し
た
。
そ
の
後
、
次
期
大
阪

直
心
会
連
合
会
新
役
員
選
出

の
為
の
臨
時
選
挙
委
員
会
が

開
催
、
参
加
者
過
半
数
以
上

の
拍
手
を
も
っ
て
15
期
新
役

員
が
可
決
さ
れ
、
新
役
員
の

紹
介
が
あ
っ
た
。
全
員
で
基

本
宣
伝
歌
を
斉
唱
し
散
会
と

な
っ
た
。

7
月
乙
姫
様
月
次
祭
執
行

講話する前田純一特命派遣宣伝使講話する前田純一特命派遣宣伝使

本
苑
長　

伊
藤　

香（
兼
人
類
愛
善
会
大
阪
協
議
会
会
長
）

次　

長　

足
立
正
文（
宣
教
部・育
成
部・誠
心
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・青
松
会・青
年
部
担
当
）

次　

長　

湯
田
義
宗（
財
務
担
当
）

参　

事　

乾　

清
高（
祭
務
担
当
）

参　

事　

谷
内
滋
治（
人
類
愛
善
会・世
界
連
邦
担
当
）

参　

事　

水
田
千
寿（
総
務
担
当
）

参　

事　

神
門
明
子（
芸
術
担
当
）

参　

事　

神
崎
真
理
子（
直
心
会・み
ど
り
会
担
当
）

相
談
役　

松
本
達
也

参　

与　

伊
藤
忠
茂（
大
宗
連・ご
親
教
担
当
）

令
和
六
年
度
大
阪
本
苑
新
役
員

　

こ
の
度
8
月
1
日
付
け
で
本
苑
長
を
拝
命

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
大
本
貝
塚
分
所
所

属
の
伊
藤
香
で
ご
ざ
い
ま
す
。
昭
和
31
年
11
月

1
日
生
ま
れ
教
主
さ
ま
と
同
い
年
の
67
歳
、

出
生
地
は
毛
布
で
有
名
な
泉
大
津
市
で
今
は

関
空
の
近
く
の
泉
佐
野
市
で
住
ま
い
し
て
お

り
ま
す
。
信
仰
2
世
の
妻
と
の
結
婚
を
機
に

二
十
歳
で
入
信
、
数
々
の
諸
先
輩
方
に
可
愛

が
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
微
力
な
が
ら
ご
神

業
に
仕
え
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
さ
て
、

令
和
五
六
七
、
三
ヶ
年
の
半
分
が
過
ぎ
、
教

団
は
綾
機
平
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
来
年

に
は
綾
の
聖
地
エ
ル
サ
レ
ム
大
本
歌
祭
に
よ

り
さ
ら
に
浄
め
ら
れ
綾
の
郷
整
備
事
業
が
進

展
し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
今
年
の
節
分

人
型
千
体
以
上
の
記
念
品
は
「
さ
し
そ
え
の

た
ね
と
な
ら
む
」
を
ご
下
付
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
各
自
が
さ
し
そ
え
の
種
と
な
り
、

さ
し
そ
え
の
種
を
作
り
育
て
る
こ
と
が
神
命

だ
と
受
け
取
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
世
界
は

混
沌
と
し
て
先
が
見
え
な
い
予
想
が
で
き
な

い
時
節
で
は
あ
り
ま
す
が
我
々
は
、
教
主
さ

ま
の
も
と
手
を
携
え
て
明
る
く
元
気
で
健
康

で
楽
し
く
前
向
き
粛
々
と
ご
神
業
に
邁
進
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
新
役

員
共
々
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
本
苑
長
就
任
挨
拶

　

大
阪
本
苑
新
総
代
の
名
簿
に
3
名
の
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。左
記
の
よ
う
に
訂
正
し
、こ
こ
に

謹
ん
で
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。　
（
敬
称
略
）

【
摂
津
教
区
総
代
】　

高
瀬
健
二・矢
野
美
弥
子

【
本
苑
選
出
総
代
】　
西
野
貴
光・榮
岩
眞
彦・

　
　
　
　
　
　
　

坂
本
由
子・増
井
さ
え
子・

　
　
　
　
　
　
　

山
崎
千
代

新
総
代
お
詫
び
と
訂
正

大阪本苑ご神前大阪本苑ご神前

長居プール長居プール

流しそうめん流しそうめん

乙姫様月次祭乙姫様月次祭

付
き
の
子
や
初
め
て
子
た
ち
の
緊
張
し
た
様
子

が
印
象
的
で
し
た
。
昼
食
後
、
乙
姫
様
月
次

祭
に
参
拝
、
夏
期
学
級
開
催
報
告
祭
祝
詞
が

大
神
様
へ
奏
上
さ
れ
、
斎
主
に
合
わ
せ
て
参
拝

者
一
同
で
玉
串
を
お
供
え
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

参
拝
後
「
お
土
の
大
切
さ
に
つ
い
て
」
の
講
話

を
拝
聴
し
、
ミ
ニ
プ
ラ
ン
タ
ー
作
り
に
挑
戦
、

土
と
堆
肥
を
混
ぜ
て
ル
ッ
コ
ラ
の
種
を
植
え
た
。

夕
拝
後
、
夕
食
に
カ
レ
ー
を
い
た
だ
き
、
銭
湯

で
汗
と
疲
れ
を
癒
し
た
。
そ
し
て
、
夏
の
夜
と

い
え
ば
や
っ
ぱ
り
花
火
！
色
と
り
ど
り
の
手
持

ち
花
火
で
夜
空
を
照
ら
し
た
。
就
寝
準
備
を
し

て
1
日
目
が
終
了
。

　

2
日
目
、
清
掃
、
朝
拝
、
朝
食
を
食
べ
て
い

よ
い
よ
お
待
ち
か
ね
の
長
居
プ
ー
ル
へ
移
動
！

ご
神
前
で
お
礼
拝
、
ラ
ジ
オ
体
操
を
し
て
車
で

移
動
。
最
初
は
み
ん
な
で
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
で
バ

レ
ー
、
滑
り
台
の
ス
ラ
イ
ダ
ー
、
浮
き
輪
に
乗

っ
た
グ
ネ
グ
ネ
ス
ラ
イ
ダ
ー
、
プ
ー
ル
内
で
鬼

ご
っ
こ
を
楽
し
ん
だ
。
本
苑
に
戻
り
お
礼
拝
の

後
、
昼
食
に
「
流
し
そ
う
め
ん
」
を
み
ん
な
で

楽
し
み
ま
し
た
。
一
息
つ
い
て
感
想
文
を
書
き

な
が
ら
2
日
間
を
振
り
返
り
、
ア
イ
ス
休
憩
の

後
、
閉
講
式
。
本
苑
長
と
、
青
年
部
長
の
あ

い
さ
つ
後
、
解
散
し
た
。
各
家
庭
、
本
苑
、
分

所
支
部
で
参
加
し
た
青
少
年
た
ち
に
「
夏
期
学

級
の
思
い
出
」
を
た
く
さ
ん
聞
い
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
。
来
年
も
楽
し
く
開
催
で
き
る
よ
う
に

準
備
し
ま
す
の
で
青
少
年
た
ち
の
送
り
出
し
と

お
手
伝
い
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

松
山
だ
よ
り

松
山
ご
奉
仕
は
左
記
の
予
定
で
す

●
松
山
整
備　
【
8
月
の
整
備
は
は
中
止
で
す
】

　
9
月
7
日（
土
）・
21
日（
土
）午
前
9
時
出
発

●
松
の
採
取　
9
月
5
日（
木
）午
前
9
時
出
発

●
松
の
選
別　
9
月
6
日（
金
）午
前
10
時

　
皆
様
の
ご
参
加
、ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
（
天
候
、
そ
の
他
に
よ
り
中
止
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。）



令和6年8月11日(3) 大阪本苑だより

●
9
月
月
次
祭
・
慰
霊
大
祭
ご
案
内

　

9
月
8
日（
日
）月
次
祭
・
慰
霊
大
祭
を
同
日

に
執
行
い
た
し
ま
す
。月
次
祭
は
10
時
、慰
霊
大

祭
は
13
時
か
ら
執
行
い
た
し
ま
す
。　

ま
た
当
日

、奉
納
に
加
え「
長
寿
の
お
祝
い
」

「
な
に
は
づ
芸
術
文
化
祭
」と「
お
茶
席
」も
予

定
し
て
い
ま
す
。（
文
化
教
室
は
お
休
み
で
す
）

皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
多
数
ご
参
拝
下
さ
い
。

●
浄
書
・
拝
読
会
の
お
知
ら
せ

　
８
月
22
日(

木
）の
浄
書
・
拝
読
会
は
あ
り
ま
せ
ん

5
0
5
回
の
第
５
巻
は
ご
自
宅
で
拝
読
し
て
く
だ

さ
い
。次
回
5
0
6
回
第
６
巻
は
9
月
26
日（
木
）で
す

　

本
年
も「
全
国
一
斉
世
界
平
和
祈
願
」
を
実
施
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。分
所
支
部
お
よ
び
各
ご
家

庭
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
皆
さ
ま
ご
祈
願
い
た
だ

き
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。当
日
は
午
後
7

時
か
ら
万
祥
殿
で
祭
典
の
様
子
が
大
本
本
部
よ

り
ラ
イ
ブ
配
信
さ
れ
ま
す
の
で
、
各
ご
自
宅
か
ら

の
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
ご
参
拝
も
お
す
す
め
い
た

し
ま
す
。信
徒
の
皆
さ
ま
に
は
一
人
で
も
多
く
の
方

に
ご
参
拝
い
た
だ
き
た
く
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

【
日
時
】９
月
11
日（
水
）午
後
７
時
〜
８
時

【
場
所
】本
苑
・
分
所
・
支
部
・
会
合
所
の

　
　
　

ご
神
前
で
信
徒
が
参
集
し
て
実
施

　
　

  

（
出
来
な
い
場
合
は
各
家
の
ご
神
前
で
実
施
）

【
内
容
】「
全
国
一
斉
世
界
平
和
祈
願
祝
詞
」　　

　
 　

　
　
　

奏
上
後「
神
言
」奏
上

※
祈
願
祝
詞
を
奏
上
し
な
い
場
合
は「
神
言
」を
３
回
奏
上
。

※
分
所
支
部
で
参
加
者
集
計
後
９
月
14
日
（
土
）

　

17
時
ま
で
に
本
苑
に
ご
報
告
下
さ
い
。

詳
し
く
は
、
大
本
誌
8
月
号
9
頁
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
阪
本
苑
青
松
会

●
第
22
回
全
国
一
斉
世
界
平
和
祈
願
ご
案
内

　

聖
師
さ
ま
は
、「
人
類
は
本
来
兄
弟
同
胞
で

あ
り
、 

一
心
同
体
で
あ
る
」
と
提
唱
さ
れ
、

1
9
2
5
年
（
大
正
14
年
） 
6
月
9
日
人
類

愛
善
会
創
立
を
さ
れ
ま
し
た
。
二
代
さ
ま
は
、

1
9
4
9
年
（
昭
和
24
年
）
12
月
8
日
人
類

愛
善
会
再
発
会
式
に
て
、 「
わ
た
し
の
念
願
は

国
だ
の
宗
教
だ
の
と
い
う
垣
根
を
と
っ
て
、 

世
界
中
が
み
ん
な
親
子
兄
弟
に
な
っ
て
仲
良

く
暮
ら
す
世
の
中
を
つ
く
る
こ
と
」、「 
今
は

世
界
の
大
峠
に
た
っ
て
い
る
」
と
お
示
し
さ

れ
ま
し
た
。
今
日
も
続
く
混
迷
の
時
代
に

「
A
I
Z
E
N
1
0
0
」
の
実
践
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
今
月
か
ら
、
で
き
る
こ
と
か
ら

始
め
ま
し
ょ
う
。

人
類
愛
善
会「
A
I
Z
E
N
1
0
0
」の
実
践

【
食
の
安
全
を
守
る
た
め
の
食
・
農
活
動
】

研
鑽
□「
天
地
の
ご
恩
」 

に
感
謝
し
て
、
い
の

ち
の
糧
で
あ
る
食
べ
物
を
大
切
に
し
よ
う

啓
発
□
フ
ー 

ド 

・ 

ロ
ス
（
食
料
品
廃
棄
）
の

問
題
を
学
び
、
廃
棄
ゼ
ロ
を
目
指
そ
う

今
月
の「
A
I
Z
E
N
1
0
0
」

　

第
75
回
全
国
支
社
冠
沓
句
大
会
の
ご
案
内
が

届
き
ま
し
た
。
昨
年
に
引
き
続
き
奮
っ
て
ご
応

募
下
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
致
し
ま
す

冠
句
題
…
あ
る
が
ま
ま
・
憧
れ
の
・
今
日
を
機
に

沓
句
題
…
大
和
合

大
阪
本
苑
締
切
…
9
月
25
日
（
水
）

入
花
料
…
5
0
0
円

発　
表
…
開
祖
大
祭
11
月
3
日
（
日
）

送
り
先
…
応
募
者
が
10
名
に
な
り
ま
し
た
ら
、

な
に
は
づ
支
社
と
し
て
応
募
い
た
し
ま
す
。

F
A
X
等
に
て
大
阪
本
苑
迄
お
送
り
下
さ
い
。

●
全
国
支
社
冠
沓
句
大
会
の
ご
案
内

　
９
月
23
日（
月
）10
時
よ
り
、三
代
教
主
様
の

34
年
目
の
毎
年
祭
遥
拝
祭
を
執
行
致
し
ま
す
。

皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
参
拝
頂
き
ま
す

様
お
願
い
致
し
ま
す
。

●
三
代
様
毎
年
祭
遥
拝
祭
ご
案
内

　

世
界
連
邦
運
動
協
会
で
は
信
徒
の
小
・
中
学

生
に
平
和
の
尊
さ
と
人
類
の
一
員
意
識
を
深
め

る
た
め
ポ
ス
タ
ー
・
作
文
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

【
テ
ー
マ
】平
和
や
環
境
問
題
と
世
界
連
邦

【
ポ
ス
タ
ー
】Ｂ
３
版
又
は
四
つ
切
・
画
材
自
由

【
作　
　
文
】
小
学
生
は
4
0
0
字
詰
原
稿
用

紙
２
枚
以
内
・
中
学
生
は
4
0
0
字
詰
原
稿

用
紙
４
枚
以
内（
厳
守
）

【
応
募
締
切
】9
月
7
日（
土
）

　

作
品
は
9
月
8
日（
日
）の「
な
に
は
づ
芸
術

文
化
祭
」で
掲
示
し
ま
す
。

●
第
53
回
世
界
連
邦
推
進
全
国

小
・
中
学
生
ポ
ス
タ
ー
・
作
文

コ
ン
ク
ー
ル
の
募
集

　
来
る
８
月
25
日(

日
）午
前
９
時
よ
り

毎
年
恒
例
の「
大
阪
本
苑
夏
の
大
掃
除
」

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
大
阪
本
苑

を
、み
な
さ
ま
の
手
で
隅
々
ま
で
き
れ
い

に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

昼
食
は
本
苑
で
準
備
致
し
ま
す
。

●
大
阪
本
苑
夏
の
大
掃
除

　
８
月
7
日
（
水
）
午
前
10
時
よ
り
、
聖
師

さ
ま
の
ご
聖
誕
を
寿
ぐ
瑞
生
大
祭
遥
拝
祭
が
、

斎
主 
大
沢　

廣
和
氏
の
も
と
厳
粛
に
執
行
さ

れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
拝
者
4
人

瑞
生
大
祭
遥
拝
祭
執
行

　
こ
の
た
び
、香
良
洲
神
社
さ
ま
と
大
本
1
1
0

年
に
わ
た
る
友
好
を
祝
し
て
、香
良
洲
神
社
境
内

に
て
教
主
さ
ま
ご
染
筆「
お
か
ら
す
の
か
み
」が

刻
字
さ
れ
た
祈
念
碑
が
建
立
さ
れ
ま
す
。教
主
さ

ま
ご
染
筆
に
よ
る
石
碑
は
聖
地
を
除
い
て
国
内

初
の
も
の
と
な
り
ま
す
。（
詳
し
く
は
大
本
誌
8
月
号
8
頁
参
照
）

　
つ
き
ま
し
て
は
大
本
大
阪
本
苑
か
ら
大
型
観

光
バ
ス
を
用
意
し
皆
様
と
共
に
参
拝
さ
せ
て
頂

く
こ
と
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　

バ
ス
定
員
は
50
名
で
、参
加
申
込
者
が
30
名
以

上
の
場
合
の
み
運
行
す
る
予
定
で
す
。

●
香
良
洲
神
社・大
本
友
好
祈
念
碑
除
幕
式

　
団
体
バ
ス
乗
車
申
込
の
ご
案
内

【
式
典
日
時
】10
月
18
日（
金
）午
前
10
時
30
分

【
参
加
費
】1
人
往
復
5
0
0
0
円

【
締
切
】8
月
20
日（
火
）

【
申
込
】各
分
所
支
部
か
ら
大
阪
本
苑
ま
で

　
　
　

F
A
X
お
願
い
致
し
ま
す

　
「
な
に
は
づ
芸
術
文
化
祭
」が
9
月
8
日（
日
）

大
阪
本
苑
秋
季
慰
霊
大
祭
の
日
に
開
催
さ
れ
ま

す
。書
道
・
手
芸
・
写
真
・
絵
画
等
々
、展
示
で

き
る
全
て
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

お
子
様
の
作
品
も
大
歓
迎
で
す
。

【
開
催
日
】9
月
8
日（
日
）

【
場　

所
】大
阪
本
苑　

ご
神
前
の
間

【
募　

集
】展
示
で
き
る
全
て
の
作
品（
一
人
3
点
迄
）

【
締　
切
】8
月
31
日（
土
）

【
作
品
搬
入
日
】9
月
7
日（
土
）迄
で
す
。

　
（
9
月
7
日
迄
な
ら
、い
つ
で
も
お
預
か
り
し
ま
す
）

【
作
品
返
却
日
】9
月
8
日（
日
）　
行
事
終
了
後

●
な
に
は
づ
芸
術
文
化
祭
作
品
募
集

●
毎
月
冠
沓
句
の
発
表
と
募
集

　

句
題
は
毎
月
次
祭
時
に
発
表
。

次
月
の
月
次
祭
時
に
入
賞
者
を
発
表
し
ま
す
。

賞
品
あ
り
。用
紙
は
自
由
で
す
。（
F
A
X
可
）

分
所
、支
部・氏
名
を
お
書
き
下
さ
い
。

締
め
切
り
は
月
末
で
す
。沢
山
の
ご
応
募
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　

芸
術
部

【
7
月
の
冠
沓
句
】（
敬
称
略
）

冠
句　

見
上
げ
れ
ば・移
り
ゆ
く・精
出
し
て

沓
句　

忘
れ
な
い  　
　

集
句　

33
句

天 

位
　
木
の
花
分
所　

恩
地　

宏

精
出
し
て
広
め
導
け
神
の
道

 

◆ 

8
月
の
冠
沓
句
句
題 

◆

冠
句　
大
騒
ぎ
・
高
す
ぎ
る
・
役
に
立
つ

沓
句　
整
え
る

　

大
阪
本
苑
で
は
、毎
月
2
〜
3
回
土
曜
日
に

『
大
本
常
設
講
座
』を
開
催
し
て
い
ま
す
。

未
信
徒
・
家
庭
内
未
信
徒
の
お
誘
い
合
わ
せ

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

【
開
催
予
定
日
】

8
月
17
日
・
8
月
24
日

9
月
7
日
・
9
月
21
日
・
9
月
28
日

（
開
催
は
申
込
制
で
す
）

【
申　

込
】申
込
用
紙
に
記
入
又
は
、電
話
、F
A
X

【
申
込
先
】大
阪
本
苑

●
大
阪
本
苑
常
設
講
座
ご
案
内



令和6年8月11日(4) 大阪本苑だより

●8月～9月 (一部)  行事予定
本苑月次祭
夏季行事無事終了感謝報告祭
分所支部長会議・世界連邦総会
文化教室（お茶、謡、着付け、エス語入門、役割拝読会）
エスペラント合宿
エスペラント合宿
祭服クリーニング
大阪本苑書道部
謡「大本心謡会」【中止】
宣教部会【リモート】
エス語同好会
常設講座「死んだらどうなるの？」
松山献労【中止】
分所支部月次祭
エス語講習会（初級文法）
霊界物語拝読会【中止】
浄書【中止】
謡「大本心謡会」【中止】
参事会
常設講座「人は何のために生きているの」
乙姫様月次祭
本苑大掃除
運営委員会
松山献労【中止】

エス語講習会（初級会話）
お　茶
松山採取
松選別
常設講座「神と人との関係」
松山献労
短歌会
誠心会幹事会
メディア制作室配信準備
祭典リハーサル
本苑月次祭
なにはづ芸術文化祭・長寿のお祝い
秋季慰霊大祭
（準備・掃除）松月・城東・曙・泉州
（お茶席）三島・鶴橋
分所支部長会議・文化教室は中止です

AM

PM

AM
PM
PM
PM
PM

AM

PM
AM
PM
PM
PM

AM
AM
PM
AM

PM
AM
AM
AM

AM
PM
PM
PM
PM
AM

PM

10:00

3:00

10:00
1:00
2:30
7:00
1:00

9:00

1:00
10:30
1:00
2:30
7:00

1:00
9:00
7:00
9:00

1:00
10:00
9:00
10:00

9:00
1:00
1:30
3:00
7:30
10:00

1:00

8月11日(日)

12日(月)
13日(火)

15日(木)
16日(金)

17日(土)

18日(日)
20日(火)
22日(木)

23日(金)
24日(土)

25日(日)
30日(金)
31日(土)

9月3日(火)
4日(水)
5日(木)
6日(金)
7日(土)

8日(日)

エ
ス
語
講
習
会（
6
人
）

謡「
大
本
心
謡
会
」【
中
止
】

運
営
委
員
会

常
設
講
座

松
山
献
労（
8
人
）

お　

茶（
8
人
）

松
山
採
取（
5
人
）

松
選
別（
4
人
）

短
歌
会（
7
人
）

誠
心
会
幹
事
会

メ
デ
ィ
ア
制
作
室
配
信
準
備・勉
強
会

祭
典
リ
ハ
ー
サ
ル

本
苑
月
次
祭・七
夕（
1
5
6
人
）

夏
季
行
事
無
事
開
催
祈
願
祭

分
所
支
部
長
会
議・世
界
連
邦
役
員
会

文
化
教
室（
7
人
）

高
熊
山
献
労
奉
仕（
12
人
）

祭
服
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

大
阪
本
苑
書
道
部（
11
人
）

エ
ス
語
講
習
会（
5
人
）

謡「
大
本
心
謡
会
」（
リ
モ
ー
ト
5
人
）

エ
ス
語
同
好
会（
2
人
）

宣
教
部
会【
リ
モ
ー
ト
】

常
設
講
座

松
山
献
労（
9
人
）

分
所
支
部
月
次
祭

お　

茶（
10
人
）

霊
界
物
語
拝
読
会（
6
人
）

浄
書（
5
人
）

謡「
大
本
心
謡
会
」（
3
人
リ
モ
ー
ト
3
人
）

参
事
会

常
設
講
座

大
阪
本
苑
夏
期
学
級（
45
人
）

乙
姫
様
月
次
祭（
87
人
）

講
師
育
成
錬
成
道
場【
中
止
】

大
阪
本
苑
夏
期
学
級（
45
人
）

2
日

4
日

5
日

6
日

10
日

11
日

12
日

13
日

14
日

15
日

16
日

18
日

19
日

20
日

21
日

24
日

25
日

26
日

27
日

28
日

神
饌
物
献
納
御
礼

　

7
月
祭
典（
本
苑
・
乙
姫
様
）に
は
左
記
の
方

々
よ
り
神
饌
物
を
献
納
頂
き
ま
し
た
。

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

○ 

岡
尾　

 

由
貴　

様　
（
玉　

川
）

【　

作　

】　

三
代
教
主
様

【
作
品
名
】　

12
ヶ
月
の
歌　

8
月

　

雨
雲
の
裂
れ
て
黄
色
き
夕
明
り

　
　

く
ら
み
し
池
の
水
を
て
ら
せ
里

【
サ
イ
ズ
】　

H
6
9
0
×
W
2
7
0

茶碗「草花文」
三代教主様

井戸型茶わん
出口尚江様

本
苑
所
蔵 

お
作
品
紹
介

本 

苑 

日 

誌（
7
月
）

 

帰
幽
報
告 

（
令
和
6
年
7
月
）

宣
伝
使　

宇
佐
美　

厚　

毘
古　
（
三
島
分
所
）

　
　
　
　
　

7
月
2
日 

帰
幽　

享
年　

8２
歳

宣
伝
使　

楠
田　

満
徳　

毘
古　
（
泉
州
支
部
）

　
　
　
　
　

7
月
9
日 

帰
幽　

享
年　

8５
歳

宣
伝
使　

山
元　

本
教　

毘
古　
（
城
東
分
所
）

　
　
　
　
　

7
月
10
日 

帰
幽　

享
年　

8７
歳

　
　
　
　

成
瀬　

万
豊　

毘
古　
（
貝
塚
分
所
）

　
　
　
　
　

7
月
21
日 

帰
幽　

享
年　

79
歳

つ
つ
し
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

●
み
手
代
お
取
次

○
8
月
月
次
祭　
　
　

水
田　

 

千
寿　

宣
伝
使

○
9
月
月
次
祭
・
慰
霊
祭　

吉
岡　

 

宏
起　

宣
伝
使

○
10
月
月
秋
季
大
祭　

吉
岡　

 

陽
子　

宣
伝
使

○
11
月
月
次
祭　
　
　

塩
谷　

 

幸
人　

宣
伝
使

○
12
月
月
次
祭　
　
　

小
坂　

 

邦
雄　

宣
伝
使

 

※
お
取
次
ご
希
望
の
方
は
事
務
所
ま
で
申
し
出
て
下
さ
い
。

マイ箸
マイボトル
マイバック
マイ祝詞・讃美歌

貧困に終止符を打ち、
地球を守り、環境を保護し、
全ての人が平和と豊かさを
享受することができるよう
「誰一人取り残さない」

SDGs

大本大阪本苑大本大阪本苑

ホームページホームページ

人類愛善会大阪人類愛善会大阪

教
本
認
定
授
与

　

左
記
の
方
に
認
定
書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

【
教
本
講
師
補
】　
　
　
（
敬
称
略
）

　

○ 

足
立　

正
文　
　
（
三
島
分
所
）

　

○ 

西
野　

泰　
　
　
（
御
津
ノ
浜
分
所
）


